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抄　録
　精神障害者の地域での生活を促すためには、精神保健福祉士と看護師の連携が不可欠である。なぜなら、
両者の専門性は生活に基軸があるからである。本稿は、精神保健福祉士と看護師の連携に関する先行研
究をもとに、精神保健福祉士と看護師の連携の現状と課題について明らかにした。調査では、医学中央雑
誌Web版を用い、検索エンジンの初版である1971年から2017年6月までの文献を対象とした。まず、「連
携」、「精神保健福祉士」、「看護師」をキーワードとして文献を抽出したところ、141文献が抽出された。
続いて本研究の目的に照らして抽出された文献のスクリーニングを行ったところ、最終的に38文献とな
り、これらを研究対象とした。38文献の主題を分析した結果、「多職種連携における役割・機能」を主題
とするものが17文献、「多職種連携による協働の効果」を主題とするものが15文献、「多職種連携の現状」
を主題とするものが6文献であった。精神保健福祉士と看護師の連携に関する現状としては、1.両者の連
携により、患者や福祉サービス利用者の課題解決が効率よく図られていると捉えられていること、2.連携
は、両者の職務の遂行にとって有効であると認識されていることが明らかとなった。その一方で、両者の
連携は、医師、臨床心理士、作業療法士といった職種とひとまとめにして扱われており、精神保健福祉士
と看護師の二者間のみに焦点をあてた検討はなされていなかった。
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Abstract
Collaboration between psychiatric social workers and nurses is essential to encourage mentally 
disabled people to live in their communities, because the expertise of both professions is centered 
on everyday life. This study surveyed the literature on the current situation and issues regarding 
collaboration between psychiatric social workers and nurses.　In our study, we used the web version 
of "Igaku Chuo Zasshi" to search the literature published from the first version in 1971 to June 2017. 
The researcher retrieved 141 articles with the keywords, "collaboration", "psychiatric social worker", 
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Ⅰ　はじめに
　精神障害者が地域で安定して暮らすために看護師に
出来ることは何であるか。この問いは、精神看護学の
実践、研究の課題の一つであり、長期入院患者の退院
支援、精神科外来看護、精神科訪問看護、地域につな
がる様々な視点から検討がなされてきた1-3）。その一
方で、類似する課題に取り組む専門職として精神保健
福祉士がいる。精神保健福祉士とは、専門的知識及び
技術をもって、精神科病院その他の医療施設において
精神障害の医療を受けている者、又は精神障害者の社
会復帰の促進を図ることを目的とする施設を利用して
いる者の社会復帰に関する相談に応じ、助言、指導、
日常生活への適応のために必要な訓練その他の援助を
行うことを業とする4）国家資格を有する専門職者であ
る。
　精神保健福祉士と看護師が共通のフィールドとす
る精神科医療では、1986年に訪問看護・指導料が点
数化され、看護師やソーシャルワーカーによる訪問
が長年実施されてきた。最近では、ACT（Assertive 
Community Treatment）の創設が全国的に行われて
おり、訪問看護ステーションの創設も増加している5）。
支援、ケアと表現は違っても、対象者の「生活」に視
点を置く両者の協働は自然な流れともいえる。臨床に
おいては多職種連携が活発になされており、精神保健
福祉士と看護師の連携についても不可欠なものとなっ
ている。例えば、患者の入院の際に精神保健福祉士か
ら看護師へと入院までの経過について情報提供がなさ
れ、患者が回復し入院治療が終了する段階になると、
患者の入院中の様子について看護師から精神保健福祉
士へと情報提供がなされる。さらに、退院を控えた患
者のカンファレンスに両者が同席し、情報共有がなさ
れ、訪問看護等のアウトリーチ支援に共に携わること
もある。
　保健医療分野における多職種連携の研究・教育は、
世界的にみてここ20年の間に急速に発展してきたと
言われている6）。また、日本における医療・福祉職の
専門性と役割分担については、英国との比較から、看
護師、理学療法士・作業療法士、心理士、社会福祉
士・精神保健福祉士の業務が全般的に医療に偏ってい
ること、そして社会福祉士・精神保健福祉士が比較的
広い業務を担っていることが特徴として指摘されてい
る7）。多職種連携が進む中、本稿では、日本における
精神保健福祉士と看護師の連携に焦点をあて、両者の
連携の現状と今後の課題について先行研究をもとに明
らかにする。
Ⅱ　研究目的
　精神保健福祉士と看護師の連携の現状と課題につい
て先行研究のレビューをもとに明らかにし、両者の連
携に対する示唆を得る。
Ⅲ　方法
1　先行研究のレビューの手続き
　先行研究のレビューは、次のような手続きで行った。
まず、検索システムにより先行研究の総量を概観した。
次に精神保健福祉士と看護師の連携における現状と課
題に関する論文を限定した。書誌データベースは、医
学中央雑誌Web版を用いた。医学中央雑誌Web版は、
国内で最高水準の書誌データベース検索システムとさ
and "nurse". Then these articles were screened according to the purpose of this study and eventually 
38 articles remained. These became the subjects of this study.  Of the 38 articles analyzed, 17 were 
written on " the roles and functions in multi-disciplinary collaboration ", 15 were written on the subject 
of "the effects of multi-disciplinary collaboration ", and 6 were on "the current situation of multi-
disciplinary collaboration". In terms of the current situation of collaboration between psychiatric social 
workers and nurses, it has become clear that （a） collaboration between both groups is seen as a way to 
effectively solve the problems of patients and welfare service users, and （b） collaboration is recognized 
as an effective way to carry out the duties of both parties. On the other hand, collaboration between 
these parties was considered only within the broader multi-disciplinary context of doctors, clinical 
psychologists and occupational therapists, and there is no study which focuses solely on psychiatric 
social workers and nurses.
Key words：psychiatric social worker, nurse, collaboration, multi-disciplinary collaboration
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れる8）。検索年度は、検索エンジンの初版である1971
年から2017年6月までとした。検索日は2017年6月
30日とした。
　本テーマを示す「看護師」、「精神保健福祉士」、「連
携」をキーワードとし、検索式を「看護師」and「精
神保健福祉士」and「連携」と設定した。論文の種類は、
会議録、症例報告を除く「原著論文」とした。医学中
央雑誌での原著論文の定義は、「医学・歯学・薬学・
看護学・獣医学およびその関連分野に関わる研究、開
発、調査で独自性、新規性のある文献で、著者名と所
属機関名が必ず記載されており、目的、対象、方法、
結果、考察、結語で構成されているもの。図、表、写
真、参考文献を含み、要旨、要約があるもの。講演ま
たは会議録でも、原著的内容、形式を有するもの。論
文の簡略化された形式をとった記事（速報・短報）も
含む。症例報告は原著論文に含む」9）とされている。
キーワードの一つである「連携」については、シソー
ラス上の下位概念である「職種間人間関係」、「チーム
医療」、「多機関医療協力システム」、「地域社会ネット
ワーク」、「多部門連携」を全て検索した。主題に絞り
込むために、抽出された対象論文のスクリーニングを
再度行った。このスクリーニングでは、医学中央雑誌
Web版で設定されている論文の種類のうち、「解説」、
「座談会」、「Q&A」、「原著論文/事例」を除外した。「原
著論文/事例」は事例の特性が強く影響されているた
め除外した。次に論文を確認し、分析対象論文を限定
した。分析対象文献の発表年次ごとの論文数を集計す
るとともに、対象文献のタイトル、要旨、本文を確認
し、精神保健福祉士と看護師の連携に関する文献から、
両者の連携の現状と課題を明らかにした。
2　用語の定義
　本研究のテーマである「精神保健福祉士と看護師の
連携」の用語の操作上の定義は、松岡による「専門職
種間連携」の定義である、“専門職種間連携とは2人
以上の異なった専門職が共通の目標達成をするために
行うプロセスである”10）を応用し、「精神保健福祉士
と看護師が共通の目標達成をするためのプロセス」と
定義した。
3　倫理的配慮
　抽出した対象文献リストを提示するとともに著者の
知見を正確に引用することに努めた。なお、本研究は
人を対象とした研究に該当しないため研究機関等にお
ける倫理審査は受けていない。
Ⅳ　結果
1　検索システムによる先行研究の総量概観
　「精神保健福祉士」、「看護師」、「連携」の3つのキ
ーワードを含む条件で検索した結果、141文献を抽出
した。次に、論文の種類のうち「原著論文/事例」、「解
説」、「座談会」、「Q&A」を除外して、検索した結果、
75文献が抽出された。
2　精神保健福祉士と看護師の連携の現状と課題
　75文献について、タイトル、抄録、本文を検討し
たところ、75文献のうち37文献が除外対象となった。
除外した文献は、具体的に、看護師と精神保健福祉士
の連携を扱っていないもの、事例を検討したものなど
であった。これらの手続きの結果、最終的に38文献
を分析の対象文献とした。
　第一の結果として、両者の連携は、医師、臨床心理
士、作業療法士といった職種とひとまとめにして扱わ
れて、検討されており、精神保健福祉士と看護師の二
者間のみに焦点をあてた検討はなされていないことが
明らかになった。
　第二の結果として、そのことを踏まえた上で38文献
の内容分析を行った結果、「多職種連携における役割・
機能」を主題とするものが17論文11-27）、「多職種連携に
よる協働の効果」を主題とするものが15文献28-42）、「多
職種連携の現状」を主題とするものが6文献43-48）であ
った（表1、2、3）。「多職種連携における役割・機能」
に分類した最近の文献に、異儀田の「精神科チーム医
療において他職種が認識する看護の役割」がある11）。
この文献では、他職種が看護師の役割をどのように認
識しているかについて参加観察法とインタビューによ
りデータを収集し分析している。看護師を取り巻く他
職種として、医師、薬剤師、作業療法士、精神保健福
祉士をとりあげて調査対象者とし、それらから見た看
護師の役割を明らかにしている。次に「多職種連携に
おける協働の効果」に分類した最近の文献には、中村
らの「精神科急性期治療病棟におけるクリニカルパス
の実践」28）がある。この文献は、患者の退院支援に
クリニカルパスがどのように役立ったかについて、ク
リニカルパス導入前後を比較し、支援に携わった看護
師、作業療法士、精神保健福祉士にインタビューを実
施している。その結果、多職種として連携が取り易く
なったと、多職種連携に効果があったと認識されてい
ることを明らかにした。「多職種連携の現状」に分類
した最近の文献には、香山の「精神科病院における訪
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表1．多職種連携における役割・機能
論文中に調査対象として
扱われている専門職種
論文中に他職種として
扱われている専門職種
論文の主題 著者 発表年
1 看護師
医師
薬剤師
作業療法士
精神保健福祉士
他職種が認識する看護師の役割 異儀田 はづき 2016
2 看護師 －
看護師の退院支援に関する知識・認識、看護師がどの職種が退院支援を
担当すべきと考えているかといった看護師の見解
葉山 相得ら 2015
3
（看護職）
（福祉職）
（行政職）
－ 訪問支援における看護職、福祉職、行政職の支援の違い 井倉 一政ら 2015
4
医師
看護師
作業療法士
精神保健福祉士
臨床心理士
（事務他）
－ 医療観察法指定通院医療機関における職腫ごとの業務量の比較検討 福田 敬ら 2014
5
（看護職）
社会福祉士
－
退院支援担当となったソーシャルワーカーと看護師の連携におけるコン
フリクトの内容
佐藤 奈津子 2014
6
看護師
精神保健福祉士
（事業担当者）
－
精神科未治療・治療中断者等、治療関係の確立が困難な対象への訪問支
援について職種間の社会的役割・機能、教育のあり方を比較検討
廣川 聖子ら 2013
7
看護師
精神保健福祉士
作業療法士
－ 精神科療養病棟長期入院者の退院支援方法を職種間で比較検討 上里 めぐみら 2012
8
精神保健福祉士
社会福祉士
看護師
（専門職の資格を持たな
い者）
－ 地域医療連携における精神科病棟看護師の課題 荻野 光昭ら 2012
9
医師
精神保健福祉士
看護師
臨床心理技術者
作業療法士
－ 医療観察法の指定入院医療機関のチームメンバーが他職種の捉え方 中澤 海ら 2011
10
社会福祉士
看護師
作業療法士
－ 職種間の援助技術を比較検討 三品 桂子 2009
11
医師
看護師
薬剤師
作業療法士
精神保健福祉士
臨床心理士
栄養士
－ 精神科病院における職腫間連携に対する各職種の捉え方の比較検討 椎谷 淳二ら 2009
12
医師
看護師
作業療法士
精神保健福祉士
－ 職種ごとの患者との関係性の比較検討 岩井 和子ら 2009
13 看護師
精神保健福祉士
作業療法士
老人性認知症疾患病棟における精神保健福祉士と作業療法士の常勤配置
の有効性と各職種の役割
沖田 美保ら 2008
14 看護師 － 看護師による専門相談の効果の評価 近澤 範子ら 2008
15
医師
看護師
臨床心理士
精神保健福祉士
－ 職種間の役割と協力体制 熊谷 亜紀子ら 2006
16
看護師
作業療法士
精神保健福祉士
－ ミーティング記録から各職種の支援方法を比較検討 表田 眞理子ら 2003
17 看護師 － 看護師による家族支援には他職種との協働が必要 池邉 敏子ら 2003
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表2．多職種連携による協働の効果
論文中に調査対象として
扱われている専門職種
論文中に他職種として
扱われている専門職種
論文の主題 著者 発表年
1
看護師
作業療法士
精神保健福祉士
－ 多職種協働によるクリニカルパスの効果 中村 知朗ら 2016
2
看護師
臨床心理士
作業療法士
精神保健福祉士
－ 多職種協働によるオープンダイヤローグの効果 土井 優太朗 2016
3
看護師
薬剤師
精神保健福祉士
－ 多職種協働による禁煙指導の効果 樋口 憲宏ら 2016
4
看護師
作業療法士
理学療法士
言語聴覚士
精神保健福祉士
－ 多職種協働による多職種カンファレンスの効果 福島 晴樹ら 2016
5
看護師
作業療法士
精神保健福祉士
－ 多職種協働による訪問看護ステーションでの支援の効果 齋藤 美和ら 2015
6
医師
看護師
作業療法士
臨床心理士
精神保健福祉士
－ 多職種協働による入院早期のカンファレンスの効果 中山 達也ら 2013
7
精神科医師
精神科看護師
臨床心理士
精神保健福祉士
－ 多職種協働による精神科コンサルティング・リエゾンチームの効果 富安 哲也ら 2013
8
医師
看護師
精神保健福祉士
作業療法士
－
多職種協働による退院準備度評価尺度の評価に基づく多職種カンファレ
ンスの効果
中渡 圭太ら 2013
9
医師
薬剤師
看護師
精神保健福祉士
－ 多職種連携による精神科急性期治療病棟での服薬指導の効果 大下 伸子 2012
10
医師
看護師
薬剤師
作業療法士
精神保健福祉士
－ 多職種協働による集団疾病心理教育プログラムの効果 横井 志保ら 2010
11 看護師 － 多職種協働による入院時面接の実施の効果 美濃 由紀子ら 2010
12
医師
薬剤師
看護師
栄養士
精神保健福祉士
作業療法士
－ 多職種協働による患者心理教育の効果 坂口 肇ら 2009
13
医師
看護師
薬剤師
精神保健福祉士
－ 地域薬剤師会を含む多職種合同カンファレンスの効果 広岡 わか子ら 2009
14
医師
看護師
精神保健福祉士
臨床心理士
作業療法士
薬剤師
－ 多職種協働による診療会議の導入の効果 佐藤 誠ら 2006
15
医師
看護師
精神保健福祉士
－ 多職種によるケース検討会議の効果 石井 好子ら 2004
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問看護の現状に関する調査報告」がある43）。この文献
は、全国の公立精神科単科病院の訪問看護の現状を調
査したものである。専従職員として、看護師、精神保
健福祉士、保健師、作業療法士、その他の職種がある
ことを報告し、現状からみえる課題の一つとして地域
との連携があることを指摘している。これらの文献に
共通する特徴として、いずれの文献も職種間連携に焦
点をあてて、結果を導き出しているものの、精神保健
福祉士と看護師の二者間の職種間連携には限定してい
ないことが挙げられる。
　第三の結果として、文献を発表年代別に区分したと
ころ、独立した二職間の検討ではないが精神保健福祉
士と看護師の連携に関する文献は、2文献が発表され
た2003年に初めて見られ、徐々に増加していること
が明らかになった（図1）。
Ⅴ　考察
考察1　 何故、精神保健福祉士と看護師の二者間の連
携が検討されていないのか？
　先行研究では、精神保健福祉士と看護師の二者間の
みに焦点をあてた検討はなされていなかった。両者の
連携は、医師、臨床心理士、作業療法士といった職種
とひとまとめにして扱われていた。この背景にはどの
ようなことがあるだろうか。松岡49）は、多職種ヘル
スケアチームの形態と特徴を3つのモデルに区分し整
理をしている（表4）。3つのモデルとは、1）マルチ
モデル、2）インターモデル、3）トランスモデルであ
る。マルチモデルは、役割の解放性がなく、専門職が
独立しているモデルであり、急性期ケアに向いている
モデルとされる。それに対して、インターモデル、ト
ランスモデルは、専門職間の役割は解放され、職種間
で相互作用が大いに認められ、さらに職種間に階層が
表3．多職種連携の現状
論文中に調査対象として
扱われている専門職種
論文中に他職種として
扱われている専門職種
論文の主題 著者 発表年
1
看護師
保健師
精神保健福祉士
作業療法士
－ 訪問看護ステーションにおける専門職葉配置の現状 香山 明美 2015
2
医師
薬剤師
看護師
精神保健福祉士
－ 多職種アウトリーチ活動における妥当な診療報酬制度を検討 吉田 光爾ら 2014
3 看護師 － 精神科急性期治療病棟看護師が考える継続看護に必要な多職種連携 成岡 千鶴ら 2011
4
医師
看護師
精神保健福祉士
作業療法士
薬剤師
診療心理士
－ 多職種協働の医療上の問題の実態 田野 将尊ら 2011
5 看護師 － 精神科デイケア看護師の他職種連携の実態 石川 幸代ら 2011
6 看護師 －
岐阜県下の全精神科病院14施設の看護管理代表者もしくは訪問看護担当
者にアンケートと構成的面接を行い、訪問看護の実施状況について調査
村岡 大志ら 2010
表4．ヘルスケアチームの形態と特徴　松岡49）より
専門職の相互作用性 役割の解放性 専門職の階層性
マルチモデル 小 無 有
インターモデル 大 部分的にあり 無
トランスモデル 大 有 無
図1．論文数の推移図1 論文
0
1
2
3
4
5
6
論
文
数
(本
)
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ないモデルとして、その特徴が分類されていた。精神
保健福祉士と看護師の2者間の連携について検討が行
われていないという現状をこのモデルを使って考察す
ると、精神科領域における職種間連携は、インターモ
デル、トランスモデルを中心に行われているといえる
のではないかと推測する。これらのモデルでは、職種
間の境界は明確に区別されない。境界が明確に区別さ
れない以上、独立した職種ごとの検討は、導き出され
ないということにつながっているのではないかと考え
る。
考察2　 地域を中心とした精神科医療・保健・福祉の
展開と研究課題と本研究の限界
　今日の精神科医療、保健、福祉の分野は、精神科病
院から地域へと移行している。地域を中心とした精神
科医療、保健、福祉のケアや支援は、慢性期ケアに通
じるものであり、急性期ケアに向いているとされるマ
ルチモデル49）では、対応できないことからも説明が
可能であると考える。その一方で、これらの連携のモ
デルを整理した松岡は、「モデルは理念上とりあえず
区別できるものであって、実際上は、かなり複雑な様
相を呈している」と指摘している49）。連携とは、そも
そも流動的であり、境界が曖昧な特性を持っている可
能性は否定できない。パターン化して共有認識を図っ
ていくという観点とそれが変化するものであるという
観点からもその実像にせまる必要があると考える。
　次に文献の主題は「多職種連携における役割・機
能」、「多職種連携による協働の効果」、「多職種連携の
現状」の3つに区分された。「多職種連携による協働
の効果」に分類された文献では、連携を必要なものと
して好意的に捉えていた。その一方で「多職種連携に
おける役割・機能」に分類された文献において、すで
に専門職種間の役割間葛藤に注目する文献15）があっ
たことは注目すべきである。精神科領域の専門職の連
携について、大谷は、「精神障害者には生物・心理・社
会的アプローチを統合した支援に通じる多様な専門職
の関与が必要であるが、多職種連携のノウハウは教育
されておらず実践には困難が伴う」と指摘している50）。
松岡は、「専門性から生じる差異こそがヘルスケアチ
ームの強みであるが、一方でそれは弱みにもなり、そ
れゆえコンフリクトマネジメントが重要である」と述
べ、コンフリクトを調整する必要性について示唆して
いる49）。先述したように連携の効果をそれぞれの専門
職が享受し続けるためには、コンフリクトや連携の困
難さにも直面化し、その実態や生じる背景を明らかに
していく必要があると考える。
　文献数の推移からは、2003年から2017年に至るま
で緩やかに増加していることが明らかになった。精神
科医療、保健、福祉の地域での展開はますます促進さ
れると考える。これからも定期的にレビューを行い、
現状と課題を整理していくことが課題である。本研究
の限界は、著者単独で行った分析の結果であることが
挙げられる。レビューの質を高めるためには、複数人
で多様、かつ客観的な視点からレビューを行うことが
必要である。また、検討すべきこととして「連携」の
捉え方により抽出される結果が異なる可能性があるこ
とが挙げられる。今回の文献検討では、キーワードで
連携を特定し、また精神保健福祉士と看護師の二者間
に焦点をあてるにとどまっている。今後、この研究課
題を進めるにあたり、二者間の連携に焦点をあてなが
らも、二者以外の専門職者との関係性も捉えた多面的
な二者間の連携を考えていく必要がある。
　最後に、看護師という立場から、本課題の必要性を
述べておきたい。2017年10月に看護学教育モデル・
コア・カリキュラムが公表され、そのなかで学士課程
においてコアとなる看護実践能力が示されている51）。
看護職として求められる基本的な資質・能力として、
かつ実践の基本となる専門基礎知識として、保健・医
療・福祉における協働や連携が掲げられている。これ
らは言うまでもなく、地域包括ケアの時代の看護職が
独自の役割を持ち、遂行するための必須の知識であり
能力である。看護における他職種との連携や協働に焦
点をあてた実践、研究の深化は、看護職の新たな役割
拡大にもつながっていく課題であると考える。
　本稿は、日本精神保健福祉学会第6回学術研究集会
（2017年）において発表を行った内容に加筆修正を加
えたものである。
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